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住 宅 火 災を防ぐために

10のこと

（消防庁「令和2年における火災の状況」より作成）

住宅火災の
出火原因別死者数
（放火自殺者など除く）

家庭でできる 　冬から春にかけては、空気が乾燥し、また暖房器具を
使うことが多くなるため、火災が発生しやすくなる時季
です。住宅火災の発生や逃げ遅れを防ぎ、火災から命を
守るためには、家庭内での習慣や対策が大切です。家庭
でできる防火の取り組みをご紹介します。
問合先…消防本部予防課（☎674・7985）

　
令
和
２
年
の
全
国
の
住
宅
火
災
に
お
け
る
死

者
数
を
出
火
原
因
別
に
見
る
と
、
「
た
ば
こ
」

「
ス
ト
ー
ブ
」
「
電
灯
電
話
な
ど
の
配
線
」

「
こ
ん
ろ
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
左
グ
ラ

フ
）
。
暖
房
器
具
や
配
線
器
具
は
、
長
期
間
使

用
し
た
こ
と
に
よ
る
部
品
の
劣
化
や
誤
っ
た
使

い
方
を
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
発
火
し
、
近

く
の
衣
類
や
布
団
な
ど
の
可
燃
物
に
燃
え
移
っ

て
火
災
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
火

災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、
「
4
つ
の
習
慣

（
上
図
）
」
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

　
火
災
で
亡
く
な
る
原
因
で
最
も
多
い
の
は
「
逃

げ
遅
れ
」
で
す
。
深
夜
の
時
間
帯
の
火
災
発
生
件

数
は
、
日
中
の
約
３
分
の
１
で
す
が
、
死
者
数
は

約
２
倍
で
、
寝
て
い
る
時
に
逃
げ
遅
れ
て
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

煙
に
注
意
し
て

　
火
災
で
本
当
に
恐
ろ
し
い
の
は
煙
で
す
。
火
災

で
発
生
す
る
有
毒
ガ
ス
を
含
む
煙
に
巻
か
れ
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
逃
げ
遅
れ
、
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

寝
室
と
階
段
に
は
住
警
器
設
置

　
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
（
以
下
、
住
警
器
）
の
設
置
が
効
果
的
で

す
。

　
寝
て
い
る
と
き
に
火
災
に
気
付
く
よ
う
、
寝
室

へ
の
設
置
は
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
煙
は
階
段
を

通
じ
て
上
階
へ
広
が
り
ま
す
。
上
階
の
部
屋
に
煙

が
充
満
す
る
前
に
警
報
を
発
し
て
避
難
を
促
す
た

め
、
「
階
段
」
へ
の
設
置
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

発
火
し
て
も
最
小
限
の
被
害
に

　
住
宅
火
災
を
予
防
し
、
命
を
守
る
た
め
に
は「
６

つ
の
対
策
（
下
図
）
」
が
有
効
で
す
。
火
災
が
発

生
し
て
も
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

最
も
多
い
「
逃
げ
遅
れ
」

火
災
防
ぐ　
４
つ
の
習
慣

1 寝たばこは絶対にしない、させない

3 こんろを使う時は火のそばを
離れない

4 コンセントはほこりを清掃し、
不必要なプラグは抜く

2 �ストーブの周りに燃えやすい物を
置かない

つ
の
習
慣

4

（消防庁ホームページより作成）

4 5 6 火災の早期発見のために、住
警器を定期的に点検し、10年
を目安に交換する

避難経路と避難方法を常に確
保し、備えておく

地域住民による防火防災訓練、
戸別訪問などにより、地域ぐる
みの防火対策を行う

1 2 3�火災の発生を防ぐために、スト
ーブやこんろなどは安全装置
の付いた機器を使用する

火災の拡大を防ぐために、部屋
を整理整頓し、寝具、衣類、カー
テンは、防炎品を使用する

火災を小さいうちに消すため
に、消火器などを設置し、使い
方を確認しておく

つ
の
対
策

6

たばこ
140人
たばこ
140人

電灯電話
などの配線
59人

電灯電話
などの配線
59人

配線器具
44人
配線器具
44人

ストーブ
84人
ストーブ
84人

その他の原因
85人

その他の原因
85人

こんろ
30人
こんろ
30人

住宅火災に
よる死者
899人
（令和2年）

住宅火災に
よる死者
899人
（令和2年）

マッチ・ライター
24人

マッチ・ライター
24人

放火
21人
放火
21人

不明・調査中
412人

不明・調査中
412人

　住警器の設置が平成18年から義
務化され、すでに10年が経過して
います。初期に設置された住警器の
中には、劣化や電池切れが生じてい

るものがあるかもしれません。取扱
説明書に従い定期的に点検（少なく
とも年に2回）を行い、作動確認を
行ってください。

住宅用火災警報器　定期的に点検＆作動確認

市消防本部
ホームページ
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